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員会の点検及び評価を行い、教育に関する学識経験者の意見を付し

て報告するものです。 
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自己点検・評価について  

 

平成２７年度の教育活動を振り返って 

 

 平成２７年３月、今後１０年間の京丹後市の教育振興の施策に関する基本的な計画

を定めた「京丹後市教育振興計画」を策定しました。この計画では、京丹後市が目指

す教育として、「心豊かにたくましく 幸福な未来を切り拓く力を育む教育」「ふるさ

とへの愛着と誇りを持ち 新しい価値を創りだす力を育む教育」を掲げ、実現のため

の７つの重点目標を示しています。平成２７年度の本市の教育活動は、この「京丹後

市が目指す教育」の達成にむけての初年度として、精力的に事業を展開してまいりま

した。 

京丹後市の最も大きな教育振興策であります小中一貫教育では、先に取り組んでお

ります峰山・網野中学校区に加え、新たに大宮中学校区でもスタートするとともに、

丹後・弥栄・久美浜中学校区については導入準備校としての取り組みを進めました。

また、各中学校区で、地域の特色を生かした系統的な「総合的な学習の時間を活用し

た丹後学」のモデルカリキュラムを作成し、平成２８年度からの小中一貫教育の全中

学校区での実施に向けた基盤を整えました。  

子育て支援策では、大幅な保育料の引き下げや、病後児保育事業の開始など、子育

てを支える環境を整備するとともに、１０箇所で開設している放課後児童クラブでは、

登録児童が増えるなか、待機児童ゼロを継続し、安心して生活できる場を提供するこ

とで、子ども達の健やかな成長に努め、保護者の就労と子育ての両立を支援すること

ができました。 

学校教育関係では、平成２７年４月、網野中学校と橘中学校の再配置による新生網

野中学校が開校するとともに、吉原小・五箇小学校づくり準備協議会による協議を経

て、平成２８年４月のいさなご小学校開設に向けた準備を進めました。平成 27 年度で



学校再配置基本計画の前期（平成 23 年度から平成 27 年度）の取り組みが終了し、計

画どおりの再配置を実現することができました。また、学校施設の整備では、学校施

設耐震化計画により進めてきた市立小中学校施設の主体構造部の耐震化が、吉原小学

校（現いさなご小学校）の耐震補強を最後にすべて完了するとともに、学習環境の向

上を図るため普通教室等の空調化工事に着手し、２７年度に大宮、網野、丹後及び弥

栄中学校で実施しました。 

社会教育関係では、学校支援地域本部事業として、地域総ぐるみで学校を支える学

校支援ボランティアが、新たに４２人の新規登録者を得て、５１２人にまで拡大し、

学校で行う授業や行事などを支えていただきました。また、社会体育事業では、久美

浜湾カヌーレーシング競技場で開催された全国高等学校総合体育大会カヌー競技の大

会運営支援や、市民のスポーツ実施率向上のため重点推進種目として推進しているノ

ルディック・ウォーキングの普及を図ることができました。  

文化財保護関係では、丹後の至宝を紹介した「日本のふるさと 大丹後展」を京都

文化博物館で開催し、約１８，５００名の方にご来場いただいたことや、京丹後市史

で本文編「図説京丹後市の自然環境」と資料編「京丹後市の古地図」を発刊しました。

また、市内各資料館等においても市外からの入館者が増加傾向にあることから、市内

外に向けて丹後の魅力を発信することができました。  

このように、平成２７年度は、小中一貫教育の推進、学校施設の耐震化、空調工事

の着手、学校再配置の実現、子育て支援の環境整備、学校支援ボランティアの拡充、

市民のスポーツ実施率の向上のための取り組み、大丹後展の開催等、本市の懸案とな

っている課題解消に向けてさらなる取り組みを進めてきました。  

今後も本市教育振興計画で定めました「京丹後市が目指す教育」の達成にむけ、さ

まざまな教育活動を市民との協働の中で推進していきます。  

平成２８年１２月 

                         京丹後市教育委員会  



教育に関する学識経験者の意見 

               

１ 外部評価者  職名 玉川大学教育学部 教授 

         氏名 寺本 潔 

         平成２８年１２月６日（評価を行った日） 

２ 序論 

 『京丹後市教育振興計画』（37 頁）を拝読し、学校教育改革構想や再配置基本計画、施設

耐震化計画、次世代育成支援対策行動計画、スポーツ推進計画等が積極的に策定・推進され

ていることを確認した。自治体の財政力が決して強くない中で関係者の努力に敬意を表した

い。年齢３区分別人口推移のグラフを見れば、平成 30 年に高齢人口が 35％を超え、年少人

口は 11％と落ち込むことが予想されている。人口減少傾向の中ではあるものの、教育政策が

後ろ向きになるのでなく、前向きな計画が立案・実行されている。重点施策である就学前の

保育環境の充実や確かな学力、豊かな人間性・社会性の育み、文化・芸術活動、歴史文化を

活かした愛着形成、健やかな体づくり等は日本海に面した京丹後市では、なおさら強調され

るべきテーマであろう。これらのテーマを課題とし、目標値を定めて不断の努力で取り組む

市の姿を、送って頂いた様々な資料から感じた。施策評価・進捗管理調書や各事業、各学校

の自己評価報告書面も、数年前と比較し大変、整理・統一されカラ―印刷となり、見やすく

なっている。それらの改善も貴市の教育改革への努力の成果と受け止めている。以上の観点

から外部評価委員として資料をもとに客観的な評価を試みるよう努めた。 

３ 本論 

① 教育委員会議の開催状況等 

毎月 1～2 回程度開催され、合計 18 回もの開催に至っている。特に 2，3 月の議題は多く、

3回に亘って審議が丁寧に行われている。8月臨時会で審議されている「教科用図書の採択」

や 2月定例会の「平成 28年度全国学力・学習状況調査の実施について」は児童生徒の学力向

上の観点から重要であり、しっかりとした審議がはかれていると受け止められる。規則や要

綱の一部改正や委員・人事の委嘱、辞任や報告事項は精選されているように感じられた。解

決すべき教育課題の発掘や審議の深まりを一層進展させるためにも、より本質的な課題に審

議の時間を割くよう努力されることを望みたい。 

② 学校再配置検討状況等 

「心豊かにたくましく、幸福な未来を切り拓く力を育む教育」「ふるさとへの愛着と誇りを

持ち、新しい価値を創りだす力を育む教育」をスローガンに機運を高め、着実に学校再配置

の取組と教育改革が進められている。平成 19年より学校の再配置に着手し再配置事業と実施

方針が提示され、確実に進められている。学校教育改革の重点である「育ちと指導の一貫性」

というアングルや子育て支援のジャンルではあるが、地域子ども・子育て支援事業の「量の

見込み」と確保方策を綿密に検討され、ニーズに対応できる体制をとられていることは高く

評価できる。峰山中で開催された教育フォーラムも課題の明確化に寄与している。また、「子

ども読書活動推進計画」もさらに力を入れて行ってほしい。広域化する学区の中での「安全

な通学支援」も重要であり、安全確保のためのＰＤＣＡサイクル等、工夫が見てとれる。 

③ 事務事業評価 

事務事業に関しては、よく整理されており特に問題は見出せない。施策評価・進捗管理調

書（内部評価結果）に関しては、PLAN,DO,CHECK,ACT 方式による書式が統一され、判別しや



すい。進捗状況の評価や各事業ごとの評価・課題欄の記載も○印評定や文章による記述にな

り、把握しやすい。また、予算の執行率もほとんどが 90％以上を確保され着実に施策が進め

られている。とりわけ、振興計画で掲げている目標指標の可視化（実績値と目標値）は客観

的に事業の評価をしようと努力する姿勢が感じられ高く評価できる。不登校児童の発生率や

いじめの認知件数など数値で示され減少への目標がはっきりと示されている。耐震化工事や

老朽化が著しい小中学校の施設改修事業の重要性が指摘され、耐震診断結果に基づいた耐震

化個別実施計画の遂行も進められている。これらは快適な教育環境を整備しているだけでな

く学力など教育内容に深くかかわることから一層の推進を図っていく必要がある。また、熊

本地震災害もあったことから、防災に取組は重要度を増している。合同の避難訓練に加え、

主体的な学びにつながる安全教育のさらなる充実を求めたい。 

④ 学校評価 

「平成 27 年度学校評価自己評価報告（幼稚園・小学校・中学校）」を点検した。評価でき

る点は、「成果と課題（自己評価）」の欄の〇印と△印に関する記述が、より具体的に記述さ

れている点である。「具体的方策」の欄で記述した内容を「成果と課題（自己評価）」の欄で

どのような具体的な取組で支えたのか、精神論に留まらないで中味が分かるように書かれて

いる。数年前の書式の不統一からくる課題把握状況の格差は、今年度全くと言ってよいほど

感じられない。少ない予算を切り詰めながらも教育の向上に向けて教職員全員で努力されて

いる様子が伝わってくる。 

⑤ その他学校教育活動 

「授業研究」や「教材研究」を通してねらいが明確な授業づくりに力を入れている点は大

変よい（峰山小・吉原小ほか）。また、生徒による分かりやすい授業評価を数値をあげて成果

を共有した大宮中の評価報告も注目できる。小中一貫や学校種間の連携は本市のような人口

減少市においては推進せざるを得ない。文部科学省による学習指導要領の改訂告示も迫る中、

連携や協働を消極的に捉えるのでなく新しい価値の創造の好機と前向きに捉えたい。 

⑥ 社会教育活動、文化財保護行政、社会体育等 

「日本のふるさと大丹後展」（18479人の観覧者）を京都文化博物館で開催され、丹後の魅

力発信に努められている点は高く評価できる。京丹後市への滞在や移住など交流人口を増や

す意味でも歴史的文化的魅力度を高めている施策は、重要である。京都府民総合体育大会で

の総合成績が向上していることもスポーツ・健康への施策の効果と思われる。 

４ 総括 

 報告書類の書式が統一され、各種資料は見やすく整理されている。全体として昨年度に増

して前向きな印象を得た。今後ともこの方向を維持発展してほしい。資料「平成 27年度指導

の重点」に平成 36 年度までの 10 年間を見通した教育振興計画が策定されていることが綴ら

れ、各種施策の重点化がなされていることが分かりやすい。国レベルでも「社会に開かれた

教育課程」がカリキュラム・マネイジメントとして重要視されている。一層の「開かれた学

校づくり」に邁進してほしい。 

５総合評価（意見等） 

大部にわたる資料を拝見したが、教育委員会活動として適切な事業運営に努めていると評

価できる。2020東京オリンピックが近づく今日、益々スポーツ振興は市民の関心を引き付け

ることだろう。体の健康は心の健全とつながっている。一層の進展を期待したい。 



教育に関する学識経験者の意見 

 

１ 外部評価者 職名 京都教育大学大学院連合教職実践研究科 教授 

        氏名 竺沙 知章 

平成２８年１２月１日（評価を行った日） 

２ 序論 

 京丹後市では、平成 27年 3月に教育振興計画を策定しており、平成 27年度は計画の初年

度になる。その意味で、平成 27年度は新しい教育行政の時代の始まりを画する年であると言

える。計画の内容は、未来志向であり、地域の絆を深めることを大切にしながら、これから

の社会を見据えた新しい価値を創り出す力を育てようとする理念に基づいている。 

 本意見書では、京丹後市の教育振興計画の基本理念の視点から評価していく。 

３ 本論 

（１）教育委員の活動について 

 教育委員会会議、管内視察など教育委員として必要な活動が適切に展開されていると評価

することができる。ただすべての活動が資料に記録されているわけではないと思われるので、

実際のところは分からないが、資料から受ける印象では、現場へ出かけて行く機会、市長や

議員、学校関係者と交流する機会が少し少ないように思われる。住民代表者としての教育委

員の役割を考えるとそうした機会を重視することが大切であろう。また記録されていない活

動も可能な限り記載してもらいたい。 

（２）重点目標に関する活動について  

１）小中一貫教育の推進について 

 小中一貫教育を核として学校教育の改革が着実に進められていると評価することができる。

小中一貫教育研究推進協議会、学校教育連携専門部会といった組織が精力的に活動を行い、

成果を上げている。とりわけ「丹後学モデルカリキュラム」及び「保幼小モデルプラン」を

作成するなど、就学前教育も含めた小中一貫教育のカリキュラム研究を着実に進めている点

を高く評価できる。この活動がさらに充実するためには、授業実践力向上対策事業、小学校、

中学校の教育振興事業における活動、また小学校、中学校の教育推進活動実践事業における

活動などの成果とうまく関連づけられることが必要であろう。 

２）学校支援地域本部事業について 

 「教育と学びのまち 京丹後」の実現を目指して取り組む学校支援地域本部事業は、非常

に重要なものである。活動実績としてもボランティア登録者数、ボランティア活動の実績も

成果を上げていると言える。校区により若干活動実績に差があることが気にかかるが、今後

も充実発展することを期待したい。 

 この活動は、小中一貫教育の推進との関連で計画、実施、評価をしていくことが必要であ

ろう。また学校への支援だけでなく、地域にとってどのような意味があるのか、まちづくり、

地域の活性化などの観点からも評価していくことが必要であろう。 

３）いじめ防止対策推進について 

 いじめ問題対策連絡会議、いじめ防止対策等専門委員会が適切に運営され、いじめの問題

に対して全市的に適切に取り組まれている。そのことが、「認知されたいじめの年度内解消率

100％」に成果として表われている。子どもたちへのアンケート調査を実施し、その実態把握

に努めるとともに、複雑な状況に対してどのように向き合えばよいのかしっかりと議論を積



み重ねる体制が整えられていると評価することができる。 

４）生涯学習、社会教育と文化財保護について 

 各地域の公民館活動は、それぞれの特色があらわれていて、充実していると評価すること

ができる。高齢者大学も活発に活動がなされていると言える。教育振興計画の掲げる目標指

標についても、多くの指標で既に最終の目標値を上回っており、成果を上げていると評価で

きる。各地域の公民館活動には特色があることから、相互の交流を促進することにより、さ

らに充実させることが考えられる。全市的な活動を活発にすることも検討されてよいと思う。

その意味で中央公民館管理運営事業のあり方を見直すことも検討されてよいであろう。 

 文化財保護も積極的に行われており、成果が見られる。この活動は、まちづくり、学校教

育との連動も重要であることから、そうした関連を意識した取り組み、点検、評価を進めて

いただきたい。 

５）生涯スポーツについて 

 生涯スポーツについても積極的に、様々な活動が進められていると評価できる。ただ点検、

評価書で気になったことは、教育振興計画における目標値や施策の進捗状況で評価されてい

る指標と実際に展開されている事業内容とがかみ合っていないように思われる。目標と実際

に取り組まれている事業との関連づけを見直す必要がある。 

（３） 点検、評価について 

 教育委員会活動の点検及び評価書の施策評価・進捗管理調書は、たいへんよく整理されて

おり、わかりやすいものになっている。教育振興計画との関連も明確になっており、教育に

関する取り組みの状況を理解する上で有益である。ただ今後検討いただきたいのは、各事業

の評価書における「評価・課題等」の箇所である。成果が記述されているが、その根拠が理

解できないものが少なくない点が気になった。事業によっては客観的根拠資料を提示するこ

とが難しいものもあると思われるが、改善の余地はある。その際に是非活用を検討すべきな

のが、各学校の自己評価書である。教育委員会の施策の多くは、各学校において表れるもの

であり、教育委員会において各学校の自己評価を分析し、その活動の成果を検証することが

必要である。 

４ 総括 

 教育振興計画の初年度として、その計画に沿った事業が適切に展開され、また教育振興計

画の目標を踏まえた点検、評価が適切に行われていると評価することができる。とりわけ小

中一貫教育の推進は、京丹後市の学校教育の中核に位置する事業であり、平成 27年度におい

て全市で小中一貫教育を実施する体制が整備されたことが高く評価される。次年度以降も、

小中一貫教育を中心に、計画に沿った事業の展開が期待される。 

５ 総合評価 

 平成 24年度策定の「京丹後市の学校教育改革構想」は、将来を見据えた大胆で優れた改革

構想である。しかもその構想に基づき、毎年、着実に改革を進め、成果を上げている点が高

く評価される。それは、教育委員会事務局の関係者、学校関係者、保護者や市民の力を結集

した結果であると思われる。これからは、各学校での取り組み、教育の成果が問われてくる。

学校を中心として、保護者や地域の人々も巻き込んだ地域に根ざした教育が展開されること

が期待できる。その体制を整えることができたのが平成 27年度の活動であったと評価するこ

とができる。 



　Ⅰ　 教育委員会の活動状況 



Ⅰ 教育委員会の活動状況 

１．教育委員会の開催状況（平成２７年４月～平成２８年３月）

　　教育委員会議は、毎月１回「定例会」を、また必要に応じて「臨時会」を開催し、平成２７

　年度は合計１８回開催しました。

（１）　教育委員会定例会・・・　１２回

（２）　教育委員会臨時会・・・　　６回

○平成２７年度　教育委員会審議案件等一覧

年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

46 京丹後市奨学金条例施行規則の一部改正について

47 京丹後市社会教育関係団体補助金交付要綱の制定について

48 児童合唱団補助金交付要綱の制定について

49 京丹後市文化協会運営補助金交付要綱の制定について

50
公益財団法人京都府丹後文化事業団運営補助金交付要綱の制定につい
て

51 小町ろまん短歌大会開催事業補助金交付要綱の制定について

52 京丹後市体育協会運営補助金交付要綱の制定について

53 京丹後市スポーツ少年団補助金交付要綱の制定について

54
京丹後市総合型地域スポーツクラブ活動補助金交付要綱の一部改正に
ついて

55 北前船フォーラムｉｎ舞鶴の開催に係る後援について

報告1号 社会教育主事の任命について

報告2号 京丹後市立学校評議員の委嘱について

報告3号 京丹後市スクールガード・リーダーの委嘱について

報告4号 京丹後市立学校医、学校歯科医、学校薬剤師の委嘱について

報告5号 京丹後市立幼稚園・保育所内科医、歯科医、薬剤師の委嘱について

56 京丹後市社会教育委員の解嘱及び委嘱について

57 京丹後市スポーツ推進審議会委員の解嘱及び委嘱について

58 京丹後市図書館協議会委員の解任及び任命について

59 京丹後市立学校体育施設等の利用等に関する条例の一部改正について

60 京丹後市社会体育施設条例の一部改正について

61 京丹後市社会体育施設条例施行規則の一部改正について

62 京丹後市学校給食献立作成委員会設置要綱の制定について

63 京丹後市就学指導委員会規則の一部改正について

64 京丹後市立学校評議員設置規程の一部改正について

65 京丹後市立幼稚園学校評議員の委嘱について

66 平成２７年度京丹後市指定文化財の指定について

27. 4. 3 4月定例会

27. 5. 7 5月定例会



年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

67 「たんたん能in豊岡」の開催に係る後援について

68
第一回 丹後伝承の旅「昔ばなし“語りの会”」の開催に係る後援に
ついて

69
京丹後ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ「おはなしフェスティバル」の開催に係る後援につ
いて

70 ６０のつどい（還暦式）の開催に係る後援について

71
山陰海岸ジオパーク児童・生徒研究作品コンテストの開催に係る後援
について

72
地域の歴史を学び未来へ伝えるシンポジウムの開催に係る後援につい
て

73
浦島プロジェクトVol.3“イベントポスターをデザインしよう！”の
開催に係る後援について

27. 5.25 5月臨時会 74
京丹後市立学校体育施設等の利用等に関する条例の一部改正及び京丹
後市社会体育施設条例の一部改正の修正について

75 京丹後市史跡整備検討委員会委員の委嘱について

76 京丹後市立旧郷小学校跡施設活用検討委員会設置要綱の制定について

77 京丹後市立旧郷小学校跡施設活用検討委員会委員の委嘱について

78 「スポーツ吹矢無料体験会」の開催に係る後援について

報告６号 京丹後市就学指導委員会委員の委嘱について

79 京丹後市小中一貫教育研究推進協議会委員の委嘱について

80 京丹後市史跡整備検討委員会への諮問について

81
京丹後市就学困難な幼児、児童及び生徒の援助に関する規則の一部改
正について

82 第３２回歴史地震研究会京丹後大会の開催に係る共催について

83 夏休みスペシャル読み聞かせコンサートの開催に係る後援について

84 「リアル宝探しイベント発見丹後探検隊」の開催に係る後援について

85 ２０１５「こころの森ギャラリー」事業の開催に係る後援について

86 和装教育におけるゆかた研修会の開催に係る後援について

87
浦島プロジェクトVol.4“サマーキャンプ”の開催に係る後援につい
て

88 第４９回全国ろうあ者体育大会の開催に係る後援について

報告７号 京丹後市スポーツ推進委員の解嘱について

報告８号 公益財団法人京都府丹後文化事業団の経営状況について

89 平成２８年度使用京丹後市立小学校教科用図書の採択について

90 平成２８年度使用京丹後市立中学校教科用図書の採択について

91 京丹後市放課後子ども総合プラン運営委員会設置要綱の制定について

92 京丹後市琴引浜鳴き砂文化館の指定管理者の指定について

93 京丹後市病後児保育事業実施要綱の制定について

94 京丹後郷土芸能祭「丹後の祭り」の開催に係る後援について

95
「丹鉄で行く秋の久美浜　カヌー体験＆歴史探訪散策」の開催に係る
後援について

96 平成２７年度丹後はぐくみフェスティバルの開催に係る後援について

報告９号 平成２７年度全国学力・学習状況調査の調査結果について

27. 8.20 8月臨時会

27. 7. 1 7月定例会

27. 8. 3 8月定例会

27.5.7 5月定例会

27. 6. 2 6月定例会

27. 9. 3 9月定例会



年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

97 丹後展企画委員会委員の解嘱及び委嘱について

98 はあと＆きらめきワークフェスタin京丹後の開催に係る後援について

99
平成２６・２７年度京都府公立幼稚園教育研究会研究指定園研究発表
会の開催に係る共催について

100 平成２６年度教育委員会活動の点検及び評価報告書について

101 京丹後市谷口謙・未来応援基金条例の制定について

102
京丹後市子どものための保育給付を受ける資格等の基準を定める条例
の一部改正について

103
平成２６・２７年度京都府公立幼稚園教育研究会研究指定園研究発表
会の開催に係る共催決定の取消し及び後援について

104 ～がんばってるぜ「峰共」未来へ！！～の開催に係る後援について

105
丹吹・紫音・プティエトワール　琴楽舞（コラボ）演奏会の開催に係
る後援について

106 クリスマスコンサートの開催に係る後援について

報告10号 京丹後市子ども未来まちづくり審議会委員の委嘱について

報告11号 京丹後市放課後子ども総合プラン運営委員会委員の委嘱について

28.1.4 1月定例会 1 京丹後市地域公民館長の公募について

2 平成２８年度「指導の重点」について

3 平成２８年度全国学力・学習状況調査の実施について

4 京丹後市奨学金条例の一部改正について

5 京丹後市社会体育施設条例の一部改正について

6 京丹後市社会体育施設条例施行規則の一部改正について

7
京丹後市特定教育・保育における実費徴収に係る補足給付費支給要綱
の制定について

8
京丹後市子どものための保育給付を受ける資格等の基準を定める条例
施行規則の一部改正について

9 京丹後市立幼稚園預かり保育事業実施要綱の一部改正について

10 京丹後市立保育所延長保育事業実施要綱の一部改正について

11 京丹後市一時預かり事業実施要綱の一部改正について

12 京丹後市子育て短期支援事業実施要綱の一部改正について

13 京丹後市病後児保育事業実施要綱の一部改正について

14 京丹後市放課後子ども総合プラン行動計画編の策定について

15 平成２８年度教育委員会関係予算について

16 京丹後市奨学金条例施行規則の一部改正について

17 男声合唱団エル・ドラード　第１回演奏会の開催に係る後援について

18 平成２８年度京丹後市立学校教職員の管理職人事異動内申について

19 京丹後市地域公民館長の任命について

20 京丹後市社会教育指導員の委嘱について

21 京丹後市立資料館長の委嘱について

22 京丹後市文化財保護審議会委員の委嘱について

28.2.16 ２月臨時会

27.11. 9 11月定例会

28.2.26 ２月臨時会

27.10. 7 10月定例会

28.3.2 3月定例会

27.12.3 12定例会

28.2.3 2月定例会



年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

23
京丹後市就学前からの小中一貫教育の円滑な実施に係る保育所、幼稚
園及び学校の総称に関する規則の制定について

24 京丹後市教育委員会事務局組織規則の一部改正について

25 京丹後市立学校管理運営規則の一部改正について

26
京丹後市立小中学校通学用ヘルメット購入費補助金交付要綱の制定に
ついて

27 京丹後市教育委員会公印規程の一部改正について

28 行政財産の用途廃止について

28.3.11 ３月臨時会 29 平成２８年度京丹後市立学校教職員の一般職人事異動内申について

30 京丹後市教育委員会職員補職名規則の一部改正について

31 京丹後市教育委員会事務局職員の人事異動について

32 京丹後市指導主事の任命について

33 京丹後市社会教育委員の委嘱について

34 京丹後市スポーツ推進委員の委嘱について

35
京丹後市行政不服審査法の施行に伴う関係教育委員会規則の整備に関
する規則の制定について

36
京丹後市放課後児童健全育成事業実施条例施行規則の一部改正につい
て

37 京丹後市教育委員会事務局文書取扱規程の一部改正について

38 京丹後市立保育所延長保育事業実施要綱の一部改正について

39 京丹後市一時預かり事業実施要綱の一部改正について

28.3.2 3月定例会

28.3.17 ３月臨時会



２．教育委員会委員の主な活動

月 月　日 件　　　　　　名 場　　　所

H27.4.3 教育委員会４月定例会 大宮庁舎

H27.4.7 京丹後市立網野中学校開校式 京丹後市立網野中学校

H27.4.8 京丹後市議会４月臨時会 市役所

H27.4.15 第１回丹後地方教科用図書採択協議会 京都丹後教育局

H27.4.16 京丹後市立保育所、幼稚園、小・中学校（園）長会議（あいさつ） 大宮庁舎

H27.5.7 第１回教育委員管内視察研修（２７年３月開園後の状況について） 峰山子ども園

H27.5.7
教育委員会５月定例会・第３回教育委員協議会（放課後児童健全育成事
業実施条例の一部改正他　大宮中学校区小中一貫教育実施基本計画につ
いて）

大宮庁舎

H27.5.12 丹後地方教育委員会連合会定期総会・委員研修会 与謝野町

H27.5.25
教育委員会５月臨時会・第４回教育委員協議会（放課後児童健全育成事
業実施条例の一部改正の修正）

大宮庁舎

H27.5.25 京都府市町村教育委員会連合会定期総会・委員研修会 京都府総合教育センター

H27.6.2 教育委員会６月定例会 大宮庁舎

H27.6.5 京丹後市議会６月定例会（招集日） 市役所

H27.6.12
第１回京丹後市総合教育会議（大綱の策定について、教育振興のための
重点的施策について）

市役所

H27.6.18 市議会６月定例会（一般質問）　 市役所

H27.6.19 市議会６月定例会（一般質問）　 市役所

H27.6.22 市議会６月定例会（一般質問）　 市役所

H27.7.1 第２回教育委員管内視察研修（２７年４月再配置後の状況について） 網野中学校

H27.7.1 教育委員会７月定例会 大宮庁舎

H27.7.2 市議会６月定例会（最終日） 市役所

H27.7.31 第２回丹後地方教科用図書採択地区協議会 宮津市総合庁舎

H27.8.3 教育委員会８月定例会 大宮庁舎

H27.8.4 全国高等学校総合体育大会カヌー競技開会式出席 久美浜湾カヌー競技場

H27.8.5 第３回丹後地方教科用図書採択地区協議会 宮津市総合庁舎

H27.8.7 第４回丹後地方教科用図書採択地区協議会 宮津市総合庁舎

H27.8.18 第５０回人権教育研究京丹後市大会 丹後文化会館

H27.8.20 教育委員会８月臨時会 大宮庁舎

H27.8.28 京丹後市議会９月定例会（招集日） 市役所

H27.8.29 京丹後市議会９月定例会（予算決算常任委員会） 市役所

H27.9.3 第３回教育委員管内視察研修（２７年３月開園後の状況について） 弥栄こども園

H27.9.3 教育委員会９月定例会 大宮庁舎

H27.9.9 市議会９月定例会（一般質問）　 市役所

H27.9.10 市議会９月定例会（一般質問）　 市役所

H27.9.11 市議会９月定例会（一般質問）　 市役所

H27.10.2 市議会９月定例会（最終日） 市役所

H27.10.7
教育委員会１０月定例会　第５回教育委員協議会（平成２７年度全国学
力・学習状況調査結果について

大宮庁舎

H27.10.13 近畿市町村教育委員会研修大会 京都テルサ

H27.10.14
教育委員管外視察研修（単位制による定時制課程（昼間２部制）の取
組、小中一貫教育と英語教育の取組）

京都府立清明高等学校
枚方市立樟葉小学校

５月

６月

４月

 　（1）管内視察実施状況　　４回（峰山こども園、網野中学校、弥栄こども園、教育支援センター「麦わら」）
　　　　　所管施設を訪問し、各施設の参観や職員と懇談し、教育委員会の施策が十分反映されているか等状況把握に努めました。
 
    (2) 教育委員協議会開催状況　４回
　　　　　市長から委任を受けている事業や、補助執行業務等の執行について開催しました。

　  (3) 総合教育会議　　２回
　　　　　大綱の策定について検討、教育振興のための重点施策等について市長と協議・調整を行いました。
　
    (4) 丹後地方教科用図書採択協議会の出席　　４回
　　　　　平成２７年度採択教科用図書（中学校）について調査研究を行いました。

７月

８月

９月

１０月



月 月　日 件　　　　　　名 場　　　所

H27.11.9 教育委員会１１月定例会 市役所

H27.11.11 京都府公立幼稚園教育研究発表会 網野幼稚園

H27.11.16 丹後地方教育委員会連合会・事務局職員研修会 丹後教育局

H27.11.18
第２回京丹後市総合教育会議（教育大綱について、いじめ防止対策につ
いて・小中一貫教育の全市展開について・地方創生と教育について）

市役所

H27.11.27 市議会１２月定例会（招集日） 市役所

H27.12.3
教育委員会１２月定例会　第６回教育委員協議会（保育所保育事業補助
金交付要項の一部改正について）

大宮庁舎

H27.12.4 日本のふるさと大丹後展開会セレモニー出席 京都文化博物館

H27.12.9 市議会１２月定例会（一般質問）　 市役所

H27.12.10 市議会１２月定例会（一般質問）　 市役所

H27.12.11 市議会１２月定例会（一般質問）　 市役所

H27.12.22 市議会１２月定例会（最終日）　 市役所

H28.1.4 教育委員会１月定例会　 大宮庁舎

H28.1.9 京丹後市教育フォーラム 峰山中学校体育館

H28.2.3 第１回教育委員管内視察研修（支援活動の様子） 教育支援センター「麦わら」

H28.2.3 教育委員会２月定例会　 大宮庁舎

H28.2.16 教育委員会２月臨時会　 大宮庁舎

H28.2.25 市議会３月定例会（招集日） 市役所

H28.2.26 教育委員会２月臨時会　 大宮庁舎

H28.3.2 教育委員会３月定例会 大宮庁舎

H28.3.9 市議会３月定例会（一般質問）　 市役所

H28.3.10 市議会３月定例会（一般質問） 市役所

H28.3.11 市議会３月定例会（一般質問）　 市役所

H28.3.11 教育委員会３月臨時会 大宮庁舎

H28.3.17 教育委員会３月臨時会 大宮庁舎

H28.3.24 吉原小学校閉校式 吉原小学校

H28.3.25 市議会３月定例会（最終日） 市役所

２月

３月

１月

１２月

１１月


